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家族やパートナーとお互いの計測状況を把握し、健康管理を継続 

「おさぼり番号表示」機能付き体組成計「ＢＣ-３３２Ｌ」を１月２０日に発売 

コロナ禍における健康づくりをサポート 

 

２０２１年１月２０日 

株式会社タニタ 

 

「おさぼり番号表示」機能付き体組成計「ＢＣ－３３２Ｌ」 

 

健康総合企業の株式会社タニタ（東京都板橋区前野町１－１４－２、社長・谷田千里）は、

計測時に一定期間計測していない人の個人番号を表示する「おさぼり番号表示」機能を搭

載した体組成計「ＢＣ－３３２Ⅼ」を１月２０日に発売します。本機能を利用することで

家族やパートナーの計測状況を番号で把握できるため、お互いに声を掛け合いながら楽し

く健康管理を継続できます。また、ブルートゥース®※方式の通信機能を搭載していること

から、これに対応するスマートフォンアプリ「ヘルスプラネット」で計測データを管理す

ることができます。カラーはホワイトとスモーキーピンクの２色で、価格はオープン。家

族の健康を気にかけるファミリー層をメーンターゲットに、家電量販店を中心に年間５万

台の販売を計画しています。 

 

新型コロナウイルスの感染症拡大の影響で在宅時間が増える中、家族やパートナーとの関

係性にも変化が表れています。一緒に過ごす時間が増えたことで「お互いを気遣うように

なった」と感じる人が増えており、健康にかかわる意識も高まっています。今回発売する

本商品は、こうした社会情勢を踏まえた新しい健康管理機能として「おさぼり番号表示」

機能を搭載。家族やパートナー間で、それぞれの計測状況を把握し、お互いに叱咤激励し

ながら健康管理が行えます。具体的には、ユーザーが計測する際に一定期間計測していな

かったり、はかり忘れていたりする家族やパートナーがいるとその個人番号が表示されま

す（表示するのは本商品に登録してある個人番号のみで、自分以外の計測結果は表示され



ません）。これにより、それぞれがお互いに計測するよう呼び掛けることで、「はかる」習

慣を継続できるようになります。また、これをきっかけに健康管理に関するコミュニケー

ションも生まれ、健康づくりへのモチベーション向上にもつながるとみています。 

 

計測項目は体重、体脂肪率、ＢＭＩ、推定骨量、筋肉量、内臓脂肪レベル、基礎代謝量、

体内年齢の８項目。体重や筋肉量の最小表示は５０ｇ。６歳以上の体脂肪率と筋肉量の判

定が可能です。登録人数は５人。誰がどの番号かを記入できる「おさぼり防止カード」が

取り扱い説明書にプリントしてあり、切り取って使用できます。カードにはそれぞれの目

標も記入できるため、目のつくところに貼ることでお互いに声掛けしやすくなります。大

きさは幅３１０ｍｍ、高さ３６ｍｍ、奥行２７４ｍｍで、重さは約１．５ｋｇ。リビング

や寝室にもマッチするようすっきりとしたデザインに仕上げ、シックなカラーを採用しま

した。 

 

タニタでは、定期的に体組成をはかることが健康づくりにおいて重要だと考えています。

「はかる」を起点に日常生活を振り返るきっかけが生まれ、現状を把握し、変化の原因を

探ることで行動変容を起こします。実際にこれまでも簡単に楽しく、継続的な計測を促す

機能として、計測の継続状況に合わせて応援メッセージを表示する「マイサポ」などを業

界に先駆けて開発してきました。コロナ禍において、健康づくりの在り方が多様化する中、

さまざまなニーズに応えられる多彩な商品群で、生活者の健康づくりをサポートしていき

たいと考えています。 

 

※ Bluetooth®ワードマークおよびロゴは登録商標であり、Bluetooth SIG, Inc. が所有権を有します。株

式会社タニタは使用許諾の下でこれらのマークおよびロゴを使用しています。  



 

家族やパートナーがそれぞれの計測状況を把握し、楽しく健康管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様からのお問い合わせ先 

株式会社タニタ お客様サービス相談室 

 ナビダイヤル:０５７０－０９９６５５ 

     受 付 時 間：平日９：００－１８：００ 

 

本資料に記載されている情報は発表日現在のものです。このため、時間の経過あるいは後発的なさまざま

な事象によって、内容が予告なしに変更される可能性があります。あらかじめご了承ください。 


